
■課題の分類（まちの主な課題） 
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「まちの構造」に関すること 

【都市機能の利便性の高さの維持・向上】 

■徒歩や自転車で暮らせるまちづくり 

■駅周辺等における都市機能の更なる充実による拠点性の向上 

■人口動向のニーズに沿った各種施設・都市機能の適切な立地誘導 

「まちの生活」に関すること 

【利便性の高い住環境の維持】 

■都心からの交通利便性の高さを特長として活かしたまちづくり 

■商業機能や医療機能などの第三次産業の維持・強化 

【持続可能な都市運営】 

■義務的経費の増加に伴うインフラ投資の制約の中での持続可能な都市運営 

「まちの空間」に関すること 

【農とみどりの保全・活用】 

■農地の保全や農業体験などの利活用 

■みどりの保全・活用 

【土地利用の規制・誘導】 

■低層住宅地を中心とした住環境の維持 

■駅周辺は、街並みと調和した中高層住宅の誘導 

■都市計画道路の整備と連動した沿道と周辺の土地利用の適切な規制と誘導 

■大規模の土地利用転換への規則と誘導 

「まちの安全・安心」に関すること 

【災害への備え】 

■水害リスクへのハード・ソフト両面の対応 

■昼夜間人口比や高齢化率を踏まえた防災力の向上 

■敷地細分化の防止や建築物の不燃化の促進 

■防災機能を有する農地の保全・活用 

【空き家への対策】 

■空き家の利活用の検討 

【木造密集住宅地の解消】 

■木造住宅密集地域での適切な建物更新と避難経路及び緊急車両の進入路の確保 

【公園の適正配置】 

■市民ニーズに沿った既存公園の利活用 

■公園の適切な配置 

■生産緑地から公園などへの転換方策 

【市内交通の円滑化、安全・安心に寄与する道路環境の整備】 

■既存の公共交通網のサービス水準の維持・向上 

■公共交通空白地域の解消 

■交通弱者へのニーズに沿った適切な移動手段の確保 

■市内の道路ネットワークの確立に向けた都市計画道路の整備 

■安全性の向上に寄与するため、市道（主要生活道路など）の改善 

■踏切による交通渋滞対策や駅周辺の安全性の確保 

※人口特性からの課題は計画全体で対応（共通事項） 

■人口流入施策による将来的にも安定した人口推移の維持    ■住み続けてもらう住環境の形成    ■少子高齢化に対応したまちづくり（バリアフリーを含む） 

【地域の歴史や文化の保全】 

■下野谷遺跡や社寺などの歴史的資源を守るまちづくり 

 

資料３－２ 
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■ 都市像の検討 

都市像を検討するにあたって、前提となる各種の考え方を以下の通り整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「まちの構造」 
に関すること 

◆都市機能の利便性の高さの維

持・向上 

◆市内交通の円滑化、安全・安

心に寄与する道路環境の整備 

「まちの生活」 
に関すること 

◆利便性の高い住環境の維持 

◆空き家への対策 

◆持続可能な都市運営 

「まちの空間」 
に関すること 

◆農とみどりの保全・活用 

◆公園の適正配置 

◆土地利用の規制・誘導 

「まちの安全・安心」 
に関すること 

◆災害への備え 

◆木造密集住宅地の解消 

課題の分類（まちの主な課題） 

 

社会状況の変化 

 

✓急激に進行が見込まれる少子高齢化へ

の対応 

✓地球温暖化対策への貢献（低炭素、ゼロ

カーボン） 

✓人生 100年時代の到来 

✓ライフスタイルの多様化 

✓切迫する地震の災害に対するリスクの低

減 

✓多発する大規模災害を契機とした防災

意識の高まり 

✓多様性の需要（ダイバシティー＆インクル

ージョン社会） 

✓持続可能な開発目標（SDGs）の推進 

 

上位計画及び市の関連計画 

都
市
像
の
検
討
（
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
要
素
） 

◆まちの活力と魅

力の創出 

 

 

 

◆安全・快適な住

宅都市の形成 

 

 

 

◆みどりの保全と

継承 

 

 

 

◆さまざまな市民

ニーズへの対応 

現行計画の 
まちづくりの基本理念 

２ 

人口特性×都市機能から見える西東京市 

 

■人口特性 

◇本市の総人口は、平成 29年に 20万人

に達して以降、現在に至るまで 20万人

を維持している。 

◇本市は宅地を主とした都市であるため、

人口密度は令和２年において、東京都内

の隣接市４市と１区の平均約 98人/ha

と比較して約 130人/haと高く、将来的

にも高い人口密度が見込まれる。 

 

■都市機能 

◇商業施設や医療施設などの都市機能施設

は、主に鉄道駅周辺にはまとまった立地

がみられる。 

◇将来的な少子高齢化を見据え、ニーズに

沿った都市機能施設の誘導が求められ

る。 

  

 

 東京都 

【多摩部 19都市計画都市計画区域の整備、開発及び

保全の方針】 

■地域の拠点 

◇ひばりヶ丘駅周辺 

◇保谷駅周辺 

◇田無駅周辺 

■生活の中心地 

◇ひばりが丘団地 

◇東伏見駅周辺 

◇西武柳沢駅周辺 

 

【西東京都市計画都市再開発の方針】 

■２項地区（促進地区） 

◇ひばりヶ丘駅北口地区 

 

【西東京都市計画住宅市街地の開発整備の方針】 

■重点地区 

◇ひばりが丘地区 

◇ひばりヶ丘駅南口地区 

◇保谷駅南口地区 

◇住吉町三丁目地区 

◇ひばりヶ丘駅北口地区 

 

 

西東京市 
 

 【主な関連計画】 

■西東京市総合計画 

■西東京市公共施設等総合管理計画 

■西東京市みどりの基本計画 

■西東京市住宅マスタープラン 

■西東京市交通計画 

■西東京市道路整備計画 

■西東京市地域防災計画 



 

■ 都市像 

全体構想の策定に向けて、都市像を整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市像② 

 

にぎわいのある暮らし 

都市像③ 

 

みどりとゆとりのある暮らし 

都市像④ 

 

安全・安心のある暮らし 

都市像① 

 

拠点とつながる暮らし 

３ 

 

 

・徒歩や自転車で暮らせる街づくり 

・生活を支える公共交通網の利便性の向上 

・都市計画道路の整備促進 

・拠点との道路ネットワークを踏まえた市道（主要生活道路

など）の改善 

・開かずの踏切改良に向けた検討（連続立体交差事業の推

進等） 

・拠点での市民ニーズに対応した各種施設の立地の誘導・

維持 

・空家、宅地用空き地の有効活用 

・公共施設等総合管理計画や公共施設整備計画に基づく

公共施設の総合的かつ計画的な再編の推進 

・農地の保全・活用 

・みどりの保全・活用 

・「健康」応援都市における公園づくりの推進 

・土地利用転換時における公園化の促進 

・地域特性に応じた土地利用の誘導 

・地域の歴史的資源の保全 

・住宅地の防災性の向上 

・水害対策の推進 

・通学路等の安全対策 

・バリアフリー化の推進 
 

 

（まちづくりに必要な要素） 

 

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
・将
来
都
市
像 
全体構想 

将
来
都
市
構
造
・分
野
別
の
方
針 

市
民
・子
ど
も
意
向 

※市の第３次総合計画や関係計画の改定

内容について、整合を図る 


